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関係機関との協力推進 

 

¶ ACE-LEDMPジュニアエ

グゼクティブレベル日本ス

タディビジット 

 

¶ 第11回GLIDE運営委員

会（SC）会合開催 

 

¶ JICA課題別研修：2026

年度 持続性と強靭性確保

のための防災（ラテンアメ

リカ）コース  

 2026年５月31日から６月６日にかけて、アジア防災センター（ADRC）

は、ASEAN防災人道支援調整センター（AHA Centre）が主催し、日本ASEAN

統合基金（JAIF）の支援を受けて実施する「AHA  Centre  Executive 

Leadership in Emergency Management Programme（ACE-LEDMP）」のジュ

ニアエグゼクティブレベル向け第３回日本スタディビジットを実施しまし

た。 

 ACE-LEDMPジュニアエグゼクティブレベルは、３か月間のオンライン研

修、ジャカルタでの２か月間の対面研修、そして１週間の日本スタディビ

ジットから成る体系的なカリキュラムを通じて、ASEAN地域の防災分野に

おけるリーダーの能力強化を図り、包括的かつ多層的な人材育成の仕組み

を構築することを目的としています。 

 今回のスタディビジットには、ASEAN加盟９か国（ベトナムおよびブル

ネイ・ダルサラーム国を除く）から26名のジュニアエグゼクティブレベル

の防災担当職員が参加し、AHA Centreの職員４名が同行しました。 

 滞在中、参加者は日本の内閣府、神戸市危機管理センター、ADRCなどの

機関によるさまざまな講義を受講しました。また、利根川下流河川事務

所、本所防災館、東京臨海広域防災公園内の「そなエリア東京」、阪神・

淡路大震災記念 人と防災未来センター（DRI）、亀の瀬地すべり歴史資料

室などの防災関連施設を視察しました。 

 さらに、神戸港震災メモリアルパークを訪問し、1995年の阪神・淡路大

震災と、その後の防災・減災を考慮した多面的な復興について学びまし

た。また、奥村記念館では、免震構造をはじめとする耐震技術について理

解を深めました。 

 スタディビジットの最後には、参加者が研修を通じて得た学びや気づき

を共有する意見交換セッションが行われました。参加者はそれぞれの国に

おける防災・減災の取り組みをさらに強化するためのアイデアを共有し、

活発な議論を交わしました。 

ACE-LEDMPジュニアエグゼクティブレベル日本スタディビジット 

国際会議への参加  

 

APECワークショップ2026 

（左）「そなエリア東京」訪問、（右）利根川下流河川事務所での講義の様子 
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 2026年７月１日、第11回GLIDE運営委員会（SC）会合がオンラインで開催されました。本会合に

はADRC、CRED (ルーベンカトリック大学災害疫学研究所)、EC/JRC（欧州委員会共同研究セン

ター）、東北大学、UNDP（国連開発計画）、UNDRR（国連防災機関）、UNOCHA（国連人道問題調整

事務所）から12名の参加者が集まり、各機関の活動状況や、第10回GLIDE SC会議以降に開催され

た小委員会会合の成果について共有が行われました。 

 UNOCHAからは、同機関の「Humanitarian Data Exchange（HDX）」人道支援データプラット

フォームへのGLIDEの統合について紹介がありました。この統合により、GLIDEは様々なデータ

セット間でのデータ相互運用性を促進できるようになります。 

[https://data.humdata.org/dataset/global-glide-events] 

 さらに、参加者はGLIDEを活用したサービスの改善について意見交換を行いました。会議は、こ

れらの事項について引き続き議論を行うことで合意し、終了しました。 

JICA課題別研修：2026年度 持続性と強靭性確保のための防災（ラテンアメリカ）コース  

 ADRCは、JICA課題別研修「2026年度 持続性と強

靭性確保のための防災（ラテンアメリカ）コース」

をJICA関西と協力して、2026年５月20日から2026年

７月17日にオンライン及び対面によるハイブリッド

形式で実施しました。 

 本研修には、チリ、コロンビア、キューバ、ドミ

ニカ共和国、エクアドル、エルサルバドル、メキシ

コ、ニカラグア、ペルーの中南米９か国から11名の

中央・地方政府防災担当者が参加しました。 

 参加者は、４週間のオンライン及び４週間の対面

による講義、演習、視察に参加し、防災に関する日

本の技術や経験を学びました。視察では、兵庫県、

静岡県、山梨県、東京、東北の関連機関を訪問し、様々な対策を学びました。兵庫県では、仁川

地すべり資料館で、集水井などの地すべり対策施設を視察しました。そして、地方防災計画策定

第11回GLIDE運営委員会（SC）会合開催 

仁川地すべり資料館見学 

続き 

 ジャカルタへ戻った後、参加者は日本での経験を振り返りながら、ACE-LEDMPプログラムを通じ

て得た知見を活用した行動計画の策定に取り組みました。 

（左）神戸市危機管理センターへの訪問、（右）ADRCでの最終セッション 
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 ADRCは、2026年６月24日から25日にかけて、

韓国・仁川（インチョン）の松島コンベンシア

（Songdo Convensia）にて、韓国が主催・開催

した「災害とAI変革に関する新たなリスク」を

テーマとした2026年APECワークショップにおい

て、招待講演者の一人として登壇しました。 

 第２セッション「新たに顕在化しつつあるリ

スクに関する概念と事例研究」において、ADRC

は2025年11月22日にフィリピンのセブで行った

現地視察からの知見を共有しました。フィリピ

ンのセブでは、2025年９月 30日にはマグニ

チュード6.9の地震の震源地となり、その後

2025年11月４日には台風カルマエギ（台風25

号、現地名：ティノ）の直撃を受け、度重なる災害による被害を受けました。 

 この経験は「災害における新たなリスク」の事例に分類されます。このような事象は「不確実

性が極めて高い」ものであり、一旦発生すると、既存の災害管理システムでは、対応および復旧

活動（避難、被害評価、財政支援など）に対する圧倒的な量の需要に対処できるほど十分に構築

されていません。 

 これらの観察結果に基づき、セブ島北部の地方自治体は、以下の点を検討することが考えられ

ます。 

 

 １）Mw 8.0の地震や超大型台風にも耐えうる恒久的な避難所の設置 

 ２）被害を受けた住宅・インフラの査定員や検査官のサービスに体系的にアクセスするための

実践的なアプローチの採用 

 ３）地方自治体の登録簿や許可証を含む統合データシステムの維持 

 

 ADRCが本ワークショップに参加したことは、ネットワーク構築の機会となっただけでなく、

「新たに顕在化しつつあるリスク」およびそれに関連する事例研究についてより深い理解を得る

機会にもなりました。 

APECワークショップ2026 

ADRCポトゥタン研究部次長による発表の様子 

●国際会議への参加 

続き 

のための８ステップ演習を通じ、自国・地域で実施するための地方防災計画案を参加者全員が策

定しました。帰国後は、自国の防災対策を改善し、人命や経済の損失を削減していくために活躍

することが期待されています。 

 当研修実施にあたり、御講義いただきました各関係機関・大学の皆様に厚く御礼申し上げま

す。今後とも引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 


